
２０２1 年度事業報告 

 

 

Ⅰ. 事業の概要 

  平和で住みよい社会の建設に寄与することを目的に、第 2 次世界大戦末期に戦場となった伊江島 

における戦争遺品の展示、平和教育に関する事業を行った。 

 ２０２1 年度も「新型コロナ感染症」の影響を強く受け、反戦平和資料館来館者の減少のほか、平 

和学習の要と位置付けている「ゆずり合い、助け合い、学び合う会」は録画配信での開催となるなど 

活動全般について縮小せざるを得ない状況が続いた。 

  

Ⅱ.  事業実施状況 

１．戦争資料及び平和運動に係る資料等の展示事業 

（１）反戦平和資料館・ヌチドゥタカラの家において戦前・戦中・戦後の生活を支えた日用品及び遺 

品、戦争の爪痕や戦後の土地闘争や平和のための闘いに係る資料の常設展示を行った。 

   202１年度も「新型コロナ感染症」拡大防止のため計２度にわたり休館を余儀なくされ、入 

館者数は激減した。   

 （202１年度実績） 

  資料館入館者数 1049 名   （2020 年度比  157 名増加） 

                 （2019 年度比 2029 名減少） 

                     参考資料別添 年間来館者数の推移 

  休館期間    2021 年 4 月 12 日から 9 月 30 日まで 

          2022 年 1 月 9 日から 2 月 20 日まで 

          

  （２）今後の資料展示・保存に方法等に関する検討会開催の件 

     現在の反戦平和資料館のさらなる活用強化に加え「阿波根昌鴻資料調査会」の尽力により分 

類・整理・保存が進む新たな資料の活用方法について「資料活用検討準備会」において話し 

あわれた内容に基づいて、新たに資料調査会のメンバーを加えて再度「資料保存・活用検討会」 

を開催していくことが確認されているが、新型コロナの影響を受け開催ができていない。 

 

２．資料収集・保存に関する事業 

「阿波根昌鴻資料調査会」による活動 

2021 年度は「新型コロナ感染症」の影響もあり例年行っていた調査会メンバー全員での調査は行 

えず、スポット的に調査会のメンバーにより資料の保存を主眼とした活動を行った。 

2021 年 10 月 2５日、26 日  フィルム保管庫の管理作業他    

2021 年 11 月 18 日、19 日  資料庫の温湿度管理作業他 

2022 年 3 月 17 日～19 日   資料庫・倉庫の清掃、温湿度管理作業、防虫剤入れ込み作業他 

2022 年 3 月 28 日、29 日  南風原文化センターでの資料調査（一部資料持ち出しにより実施） 

 2022 年 3 月 30 日       資料返却 



３．平和学習に関する事業 

   第 20 回「ゆずり合い 助け合い 学び合う会」学習会の開催 

    今年は本土復帰から５０年の節目の年であることに加え、阿波根昌鴻資料調査会の活動が始ま 

ってから２０年、学習会の累計開催回数が２０回という節目の年にもあたっていたことから、多く 

のメニューを検討していたが、新型コロナの影響を受け規模を縮小し、リモート配信という形での 

開催となった。 

① 日時 

収録 2022 年 3 月 6 日（日） 13：00～16：00 

配信     ３月８日～4 月 17 日まで 

② 開催方法 今回は新型コロナ感染症拡大防止のため、事前に収録したものをインターネット

を活用した配信とした。 

③ 学習会参加者  

事前に会員を中心に参加希望を募り、申し込みのあった方が視聴できるようにした。 

視聴申込者数 117 名   視聴回数 349 回（ 4 月 18 日現在）  

④  講演 石川元平氏（元沖教組委員長、わびあいの里理事） 

    ⑤ 対談 石川元平氏、川野純治氏 

 

４．出版事業 

   ①わびあいの里発行書籍の販売 

② その他平和学習に関連する書籍の販売 

③ 新たな出版物の発刊に向けた活動の継続 

 

５．情報発信等事業・その他の活動 

  (1)「伊江島通信」の発行 

    4・7・11・1 月の年 4 回、伊江島、わびあいの里の現状報告、阿波根昌鴻語録、資料館来訪者 

の感想などを掲載し、会員宛てに送付している。 

(2)機関紙「花は土に咲く」の発行 

年 1 回 11 月に 関係者からの寄稿文、わびあいの里の活動・運営状況等について会員・関係者 

宛てに発行している。 

(3)ホームページ等での情報発信 

ホームページでわびあいの里基本情報発信に加え、学習会案内、出版物の紹介販売、活動状況 

について情報発信している。また、その他ＳＮＳでの情報発信も行った。 

(4)平和・基地問題等に関する書籍・伊江島物産等の販売 

(5)援農による活動 

  コロナの影響で参加人数、活動回数は多少減少しているが、月に 1 度くらいの頻度で里の環境 

整備、畑作業等を行っている。また、定例となった黒糖づくり等も実施した。 

(6)外部機関の平和活動・啓発等に対する協力 

平和活動・啓発活動等に関連し、写真貸出、伊江島わびあいの里に関する撮影依頼等に対する 



協力を行った。  

規程に基づく貸し出し等の件数 

2021 年度実績   9 件   

(7)「島の人々 戦後伊江島・阿波根昌鴻写真展」への協力 

①  写真展開催期間  ２０２２年２月１１日～２月２４日       

②   会場        伊江島はにくすにホール 

③  実行委員会の開催 伊江島写真展実行委員会 

（まぶいぐみ、伊江島地元の人、わびあいの里で構成） 

    (8) 「伊江島軍用地問題に関する陳情書」返還に関する件 

      返還式の開催 ２０２２年２月１９日 

      場所     わびあいの里 

   (9) 団結道場関係 

    ・平和学習希望者への開放             

    ・保存会会計収支状況 

  2021 年度寄付金 3.000 円 

  2021 年度支出  電気料金、水道料金 

  2021 年度末残高 954.657 円 

     

６．会員募集活動 

   財団の目的に賛同し、事業支援のための会員募集を行っており、2021 年度における会員数。 

正会員 125 名 賛助会員 157 名 購読会員 144 名 

   2020 年度に比べ 正会員   8 名の増 

            賛助会員  5 名の減 

            購読会員  4 名の増                                                                

                                                                                 

 

 

 

 

 


